	平成２７年度第５回大阪府河川整備審議会　傍聴者意見

	開　催　日　時

場　　　　　所
	平成２７年１０月２３日（金）１８：００～１９：３０
大阪府公館

	（大阪市　中村氏）
発言内容
住之江区の中村です。前回のこの二つの川の時も発言したんで、傍聴の発言なんですが、なくてもいいんですが、浜寺水路にどちらから津波が入ってきて、どういう現象が起きているかということを十分分析してないと、芦田川の水門を直しますよと、こうなってるんですけども。まず、疑問に思っている点は、本文の王子川の1ページと芦田川の1ページとロケーションを見ると、まず、王子川が友ヶ島水道っていうか、津波が来る方向の南側にあって、その北に芦田川があると。その資料の王子川と芦田川の津波の高さを見ると、その王子川の方が2.7～2.91と。で、こちらは先ほど何かあったんですけど3.03と。友ヶ島から遠い方が津波の高さが大きくなっていると。通常、気になるのは以前、これとは関係ないですけど木津川の水門のところで言いましたように、水深が浅かったりしたらこの津波高が大きくなってくるというのはありますが、ここの王子川の水深、多分これ間違いで、深さの水深で4～4.2ということだろうと思うんですが、上の方は4.6とか4.8とこれがまた変わっているのがなぜ変わっているかはよくわかりませんけど、何かで深くなったということだろうと思うんですが、むしろ芦田川の方が深いとなれば、ここが大きくなる要因で考えられるのは石津川の時に、結構この北側にある石津川が、津波が入ってくるということだったので、そちらの北から津波が入ってきてぶつかって水位が高くなって、流速は逆になくなってるというようなのがここのシミュレーションを現状に落とした時のイメージすべき内容ではないだろうか。そうしますと、流速がなければ、段波波状の修正谷本式がどこでどういう流速の時に適用しなさいとか、あるいは津波方向に対してどういう時に適用しなさいとなっているか私は存じないんですけども、なんとなしに大きな流速があるから、この式の3倍の振幅高さになりますよということにはならないんではないかと思いますので、いろいろ本日もたくさん議論されていますけども、ぜひこの津波については、シミュレーションの答えの現象がどういうことを表していて、こういう公共投資をしてもいいというご判断をされるか十分ご審議いただければありがたいと思います。


